平成24～25年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）

分担研究報告書
がん相談支援センターにおける就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討および

「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する検討
研究分担者：高山　智子（（独）国立がん研究センターがん対策情報センター 部長）
研究協力者：八巻知香子（（独）国立がん研究センターがん対策情報センター 研究員）
小郷　祐子（（独）国立がん研究センターがん対策情報センター 研修専門員）

A. 研究目的

第2期のがん対策推進基本計画（以下，基本計画と示す）が，平成24年6月に出され，その中で新たに，がん患者とその家族を社会全体で支える取組を実施することにより，「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」を実現することが目標の一つに掲げられた。また，基本計画の個別目標の一つである「9. がん患者の就労を含めた社会的な問題」の取り組むべき施策として，「がん以外の患者へも配慮しつつ，がん患者・経験者の就労に関するニーズや課題を明らかにした上で，職場でのがんの正しい知識の普及，事業者・がん患者やその家族・経験者に対する情報提供・相談支援体制のあり方等を検討し，検討結果に基づいた取組を実施する」ことや，「働くことが可能かつ働く意欲のあるがん患者が働けるよう，医療従事者，産業医，事業者等との情報共有や連携の下，プライバシー保護にも配慮しつつ，治療と職業生活の両立を支援するための仕組みについて検討し，検討結果に基づき試行的取組を実施する」ことが示されている。

そこで本研究では，H24年度に，①がん相談支援センターが，がん患者の就労支援を行う際に必要な情報や支援をつないでいく先の資源（専門家，体制整備状況等）について明らかにすることを目的として，外部の専門職種（社会保険労務士および産業カウンセラー）との連携体制のあり方について検討を行うこと，また，H25年度には，②全国の397のがん診療連携拠点病院のがん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談対応状況の把握を行うこと，また院内外における連携のあり方について意向を確認することを目的として調査を行った。

B. 研究方法

①がん相談支援センターの就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討

がん患者の就労支援を行う際に，今後連携や役割分担が必要と考えられる団体および連携先となりうる専門家個人へのヒアリングを行い，それぞれの専門職種の位置付けや体制整備状況について整理を行った。今回対象とした専門組織および専門家は，社団法人日本産業カウンセラー協会と産業カウンセラー，全国社会保険労務士会連合会と社会保険労務士である。ヒアリング内容は，専門家育成状況と情報･支援連携先としての全国の活動状況，全国の相談支援センターとの連携の可能性やあり方についての考えについてなどとし，活動状況については，ヒアリング以外にもそれぞれの団体が公開している資料を参考に論点整理を行った。

②がん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する調査
H25年4月から6月に，がん診療連携拠点病院（397施設）のがん相談支援センターに対して，自記式調査票の郵送配布，郵送回収による調査を実施した。人が「働く」ということには，さまざまな意味合いが含まれるが，本研究では，「働くこと」を「収入を伴う仕事全般に従事すること」として定義をし，最近2ヶ月間に「働くこと」に関する相談があったか，また「働くこと」を主訴としてあげた相談，主訴としてはあげられなかったが潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談があったか否かについてたずねた。さらに，病院内のスタッフが対応すべきと考える「働くこと」に関する対応や支援について，表②-1にあげた18項目についてたずね，がん相談支援センターからみた院内で対応している割合についてもたずねた。

表②-1.「働くこと」に関する対応や支援について

	病院内のスタッフが対応すべきと考える
「働くこと」に関する対応や支援について尋ねた事項

	1) 病状・見通しについて，本人の生活にどのように影響するかを伝える

	2) 病状・見通しについて，本人が理解しやすいように説明を補足する

	3) 病状・見通しについて，本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ

	4) がんとその治療よって，本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える

	5) がんとその治療よって，本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか，本人がイメージできるように伝える

	6) がんとその治療よって，本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか，本人が自分の言葉で他者（家族，友人，会社の人など）に伝えられるように支援する

	7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う

	8) 本人が職場で情報収集できるように，情報収集のポイント（就業環境・就業規則，利用できる社内制度と公的制度，調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える

	9) 本人が，仕事に関して，今後どうしていきたいのかを一緒に考える

	10) 仕事に関連する事柄について，医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば，本人に了解を得た上で，院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する

	11) 仕事に関連する事柄について，医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば，本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける

	12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士，産業カウンセラー，産業医，産業保健師・看護師，人事・労務担当者等）との関係づくりを行う

	13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士，産業カウンセラー，産業医，産業保健師・看護師，人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ

	14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う

	15) 病気（がん）になったときに，病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する

	16) 本人の希望がある場合に，その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える

	17) 本人の希望がある場合に，その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

	18) その他（　　　　　）


（倫理面への配慮）

本研究は，組織に対するヒアリングを含む調査をもとにして行ったものであり，個人情報を含むデータの取り扱いはない。
C. 研究結果

①がん相談支援センターの就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討

表①-1に，社団法人日本産業カウンセラー協会および産業カウンセラーについてヒアリングした内容と同協会が発行する事業報告，ホームページから整理した位置付けや体制整備状況について示した。また，表①-2に，全国社会保険労務士会連合会および社会保険労務士についてヒアリングした内容と同連合会のホームページから整理した位置付けや体制整備状況について示した。

表①-1. 社団法人日本産業カウンセラー協会および産業カウンセラーについて

	社団法人日本産業カウンセラー協会

	体　制


	本部：東京都港区

	
	支部：全国に13の協会支部を設置

（北海道，東北，上信越，北関東，東関東，東京，神奈川，中部，関西，中国，四国，九州，沖縄）

	設置
	1960年（昭和35年）11月

	設置目的
	働く人々の悩みに寄り添い，生き生きと働き続けられることを支援しようと創立される。

	資格の認定
	1992年に労働省（当時）の技能審査に加えられ「上級・中級・初級」の3種類の認定産業カウンセラーが誕生。

2002年からは規制緩和により協会認定産業カウンセラーとなり，その後，呼称も「初級産業カウンセラー」を「産業カウンセラー」へ，「中級」を「シニア」へと改めた。

	資格取得者数と養成講座
	産業カウンセラー約5万人

キャリア･コンサルタント約1万人

	
	通学または通信制の講座により，面接実習（104時間）他，理論講座（講義），在宅研修，自主学習を行う。

毎年1回実施される学科試験および実技試験に合格すると「産業カウンセラー」となる。

	活動内容
	1.メンタルヘルス対策への援助

2.キャリア開発への援助

3.職場における人間関係開発への援助

	相談対応

（有料）
	全国の支部による相談対応（1回50分6,000円，賛助会員5,500円）

	相談対応

（無料）
	働く人の電話相談室：自殺予防週間（9月10日から1週間）のうち3日間（10時～22時まで）

働く人の悩みホットライン：月曜から土曜日まで（祝日を除く）15時～20時まで。職場，暮らし，家族，将来設計など，働く上でのさまざまな悩みに対応。一人1回30分以内。通話料は負担。

相談内容は，そのときの社会世相を反映する。

相談件数年間平均3,000件程度

	その他の具体的な活動(1)
	厚生労働省の委託事業として：

・働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」（2011，2012年度）

・メンタルヘルス対策支援センター事業（北海道）（2011，2012年度）

	その他の具体的な活動(2)
	労災病院との協働事業：

・勤労者心の電話相談，全国の労災病院で「勤労者心の電話相談」を開設。産業カウンセラーが活躍する。

	
	＜横浜労災病院の場合＞

メール相談：年間約7,000件（心療内科の医師1名が対応）。

電話相談：毎日（土日祝日含む）14時～20時，2名ずつの産業カウンセラーがシフト対応（シフト対応する産業カウンセラーは10名）。年間約4,500～5,000件。バックアップ体制として，困った対応は，上記医師が対応する。

メンタルヘルスセンターの方針は，予防が中心。身体のことであれば，主治医へ相談するよう伝える。まだ受診していないようであれば受診科を助言する。労災に関する相談は，労働基準監督署へ，心のことに関する治療については，心療内科へなどへ次の窓口を案内する対応を行っている。「一人で悩むな」という方針は重要だと考えている。


*ヒアリング内容，社団法人日本産業カウンセラー協会発行「事業案内」2012年11月発行資料およびホームページhttp://www.counselor.or.jp/index.htmlをもとに作成
表①-2. 全国社会保険労務士会連合会および社会保険労務士について
	全国社会保険労務士会連合会

	体制
	47都道府県にある社会保険労務士会（以下，社労士会）が連合会を設立。
連合会は，社労士会及びその会員の指導・連絡等を行う。

	設置
	1978年（昭和53年）12月

	設置目的
	昭和40年代前半の高度経済成長期を迎え，企業が大きく成長し，国民の生活が豊かになる中で，人事労務管理のあり方や労働者を守る労働保険制度，医療・年金などの社会保険制度も，多様化するニーズに対応するために複雑化した。このような変化に対応するため，人事労務管理と労働社会保険の分野を専門とする国家資格者を求める機運が高まり，昭和43年に社会保険労務士の制度は誕生した。

	主な沿革
	昭和43年6月社会保険労務士法の制定，翌44年11月第1回社会保険労務士試験を実施（受験申込者数23,705人，合格者数2,045人）

昭和53年12月全国社会保険労務士会連合会設立

平成7年12月社会保険労務士賠償責任保険制度の発足

	登録者
	約37,818人（平成24年12月末現在）

	
	国家試験として毎年1回実施される社会保険労務士試験に合格し，原則2年間の労働社会保険に関する実務経験を有する者が，所属予定の都道府県社労士会への入会手続きを行い，全国社会保険労務士会連合会の名簿に登録されて「社会保険労務士」となる。

	社会保険労務士養成課程における教育内容
	· 人事・労務管理，労働社会保険に関する専門知識を学ぶ。

· 連合会では，社労士試験の受験者向けの講座等は実施していない。

· 社会保険労務士の中でも個別労働関係紛争の解決手続代理業務をすることができる「特定社会保険労務士」になるための「特別研修」及び「紛争解決手続代理業務試験（国家試験）」を実施している。

	連合会による継続教育/研修等の実施
	· 連合会のe ラーニングシステムによる専門分野に関する研修

· 倫理研修（５年に１度の受講義務）

· 都道府県社労士会が実施する専門分野に関する集合研修　等

	活動範囲，内容
	社会保険労務士の活動範囲，内容

· 労働社会保険に関する諸手続き

· 就業規則の作成など労務管理に関するコンサルティング
· 年金に関する相談及び代行申請

· 個別労働関係紛争のあっせん代理　　他

	相談対応

（無料）
	総合労働相談所：全国47都道府県の社労士会が開設する，社会保険労務士が行う無料の相談対応

	相談対応

（無料）
	厚労省の委託を受けて，社労士会館内で無料の電話相談（委託期間はH25年3月まで）

対応時間平日17:00～20:00，土日10:00～18:00。

相談件数平日平均15件，土日平均40件，年間合計5,000～6,000件程度。


*ヒアリング内容，全国社会保険労務士会連合会発行資料およびホームページ

http://www.shakaihokenroumushi.jp/を参考に作成

②がん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する調査

調査回答は，233施設（58.7%）から得られた。調査回答の拠点種別の内訳は，図1に示した。これまでに「働くこと」に関して相談を受けたことがある相談支援センターは，195施設（84.4%）（図2），最近2ヶ月間に「働くこと」が主訴としてあげられた相談件数が1件以下だったと，約半数の92施設（49.5%）の相談支援センターで回答していたが，5件以上と回答した相談支援センターも39施設（16.7%）であった（図3）。またこの2ヶ月の間の相談で主訴としてではないが，潜在的に「働くこと」に関連する相談があったと回答した施設は，141施設（64.7%）であった。
病院内のスタッフが対応すべきと考える「働くこと」に関する対応や支援についてみると（図4），院内で9割以上で対応すべきと回答された“病状や見通し”に関する支援や対応に対して（1）～5)），8)本人が職場で情報収集するポイントを伝える，12)院外の就業に関する関係者との関係づくり，16)職場との調整や交渉の仕方を伝える，17)職場との調整や交渉を行うといった事項は，対応すべきは6割以下となっていた。
また，院内での対応状況についても（図5），「働くこと」に関する対応や支援に対して実施できている状況には，項目ごとに大きく差があり，院外の関係者との調整の仕方や交渉に関しては，全く対応できていないという施設が約1/3にのぼっていた。
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D. 考察

①がん相談支援センターの就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討

● 組織同士の連携体制構築の可能性について

就労に関する相談者の幅広いニーズや課題に対応するためには，さまざまな専門家がそれぞれの強みを発揮していくとともに，それぞれの専門家同士が互いに連携していく必要がある。また全国の相談者に対応するためには，全国レベルでの連携体制が必要になる。活動の一部ではあるが，産業カウンセラー協会，全国社会保険労務士会連合会ともに，全国レベルの無料の相談対応窓口を設置していた。相談者がこうした全国レベルの相談窓口の資源の活用をすることは可能であり，今後（それぞれの資源の対応可能範囲を確認する必要はあるかもしれないが）相談者に然るべき相談窓口の一つとして紹介することが可能であると考えられる。

また，社会保険労務士については，各都道府県の社労士会が存在し，また産業カウンセラー協会についても，各都道府県にはないものの13の協会支部が存在していることから，地域ごとのニーズに即した相談支援センターとの専門職種間の連携体制をつくっていくことが可能であると考えられる。ただし，基本計画のもとに作成される各都道府県のがん対策推進計画（平成25年3月策定予定）が，都道府県ごとに策定され，就労支援に関しても目標が異なると考えられることから，各々の連携体制を作る場合に，都道府県単位ではない産業カウンセラーの協会支部との連携については，この点留意して進めていく必要があろう。

● 個別の相談対応に関する連携体制について

個別の相談内容に関する連携については，産業カウンセラーおよび社会保険労務士の両職種とも，当然ながら「がん」やその他の身体的な疾患の相談対応を行う専門家ではない。がんに関連する相談から派生する就労の情報提供や相談対応を行う際には，まずがんに関する課題や問題を整理し，就労に関する課題も整理した上で，然るべき専門職との連携を行う必要がある。現在は，多くの場合相談支援センターの相談員は，それぞれの職種の得意とする領域についてさえ，十分に理解していないと考えられる。したがって，連携体制構築の第一歩としては，お互いの専門対応領域や活動内容などを理解し合えるような環境や教育などが求められるであろう。お互いの顔の見える教育や研修の場を組織同士の連携体制をもとに持つことで，より効果的に地域ごとの体制を構築していくことが可能であると考えられる。今後は，さらに個別の相談対応の際の連携や役割分担について検討していくことも必要であろう。
②がん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する調査

調査の結果から，実際に「働くこと」に関する相談は，現状ではあまり多くないことが示された。一方で，潜在的に「働くこと」に関連していると考えられる相談があったと回答した施設は，6割を超えていた。「働くこと」に関連する相談は，生活のこと，特に経済的なことをはじめとする非常に個人的な内容を含むことが多く，そのため相談員が潜在的に「働くこと」に関連していると感じても，相談者との関係やタイミングを見極めて介入することも多くあると考えられ，難しい対応となることも予想される。潜在的に「働くこと」に関連する相談があったと回答した施設が，過半数を上っていたことは，少なくとも相談員は相談者の諸課題に“気づく”という第一ステップを達成していると考えられる。また「働くこと」を含めた相談に，相談支援センターとしてどこまで対応できるかということについては，その相談員の力量だけでなく，相談支援センターの体制（例えば，人員やスタッフの専門性，さらに専門的なところにつなげるかといった院内の連携体制など）にも影響を受ける。このような潜在的な「働くこと」に関連した相談に対して適切な対応が行われるためには，相談支援センターのみならず，拠点病院としてまた関係機関も含めて，相談しやすい環境をつくっていくことが必要であると考えられる。したがって，継続的に「働くこと」に関する相談対応の実態を把握するとともに，相談対応の環境についても平行して実態を把握する必要があるであろう。
　病院内のスタッフが対応すべきと考える「働くこと」に関する対応や支援と（相談支援センターからみたものになるが）実際に院内で対応している割合は，その内容によって大きくバラツキがあることが示された。「働くこと」に関する相談内容は，非常に幅広く，その人の人生観にも大きく関わる。したがってその相談者にとっては非常に大事な内容であるものの，入院期間が短くなっている医療環境を考えると，病院という場でできることと，院外の然るべき専門家につなぐところなど，どのタイミングで，いつ対応できるのかも合わせて，今後関係者間でより密な連携と役割分担を行っていく必要があると考えられる。またその連携や役割分担を行う際には，いかにその人の生活に密着した形で相談対応ができるかということが重要になってくる。そのための具体的な相談対応体制についてもさらに検討を行っていく必要があるだろう。
E. 結論

①がん相談支援センターの就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討

がん患者の就労支援を行う際に，今後連携が必要と考えられる社団法人日本産業カウンセラー協会と産業カウンセラー，全国社会保険労務士会連合会と社会保険労務士へのヒアリングを行い，それぞれの専門職種の位置付けや体制整備状況について整理を行った。その結果，組織間レベル，個別の相談対応レベルでの連携の可能性と留意点が明らかになり，組織同士の連携体制をもとにした顔の見える教育や研修の場を持つことで，より効果的に地域ごとの体制を構築していくことが可能であると考えられた。

②がん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する調査

全国のがん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談対応状況の実態把握と院内外における連携のあり方について意向を確認することを目的として調査を行った。その結果，実際に「働くこと」に関する相談は，現状ではあまり多くないが，経済的なことを含む非常に個人的な内容を含むことが多く，相談者との関係やタイミングを見極める必要性や難しさがあるため，相談支援センターや拠点病院だけでなく，関係機関を含めて相談しやすい環境を作っていくことが重要であると考えられた。また，病院内のスタッフが対応すべきと考える「働くこと」に関する対応や支援と実際に対応している割合は，その内容によって大きくバラツキがあり，今後院内でできることと然るべき院外の専門家につないでいくこと，そのための関係者間での密な連携と役割分担の必要性とそのための具体的な対応方法の検討の重要性が示された。
F. 研究発表

1. 論文発表
　なし
2. 学会発表
　なし
G. 知的財産権の出願・登録状況
なし
【要旨】


相談者の就労に関する真のニーズに応えていくためには，相談支援センターのがん専門相談員が然るべき知識を身につけ，院内外の専門家と連携し，相談対応していくことが求められる。本検討では，H24年度は，①がん相談支援センターが，がん患者の就労支援を行う際に必要な情報や支援をつないでいく先の資源（専門家，体制整備状況等）について明らかにすることを目的として，外部の専門職種（社会保険労務士および産業カウンセラー）との連携体制のあり方について検討を行った。またH25年度は，②全国の397のがん診療連携拠点病院のがん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談対応状況の把握を行い，院内外における連携のあり方について意向を確認することを目的として調査を実施した。


①がん相談支援センターの就労関連の専門職との連携体制のあり方に関する検討


がん患者の就労支援を行う際に，今後連携が必要と考えられる社団法人日本産業カウンセラー協会と全国社会保険労務士会連合会へのヒアリングを行い，それぞれの専門職種の位置付けや体制整備状況について整理を行った。その結果，組織間レベル，個別の相談対応レベルでの連携の可能性といくつかの留意点が示され，顔の見える教育や研修の場を組織同士の連携体制をもとに持つことで，より効果的に地域ごとの体制を構築していくことが可能であると考えられた。


②がん相談支援センターにおける「働くこと」に関する相談の実態と対応状況に関する調査


調査の結果から，実際に「働くこと」に関する相談は，現状ではあまり多くはなく，潜在的な「働くこと」に関する相談と対応方法を見極めつつ，相談支援センターや拠点病院だけでなく，関係機関を含めて相談しやすい環境を作っていくことが重要であると考えられた。また院内ですべきことには，「働くこと」に関する対応内容でバラツキがあり，対応院内でできることと然るべき院外の専門家につないでいくことについて，関係者間でより密な連携と役割分担，そして具体的な対応方法の検討を行っていく必要があると考えられた。
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Graph1

		1．都道府県がん診療連携拠点病院

		2．地域がん診療連携拠点病院



図1.調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
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2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）

49

184



集計表（度数）

		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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図_問4&問10

				【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

								233

				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		96.1

				2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		96.6

				3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		96.1

				4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		95.7

				5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		95.7

				6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		82.4

				7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		69.5

				8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		59.2

				9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		79.0

				10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		86.3

				11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		85.4

				12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		54.5

				13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		72.1

				14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		65.7

				15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		71.2

				16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		54.1

				17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		36.9

				18) その他（　　　　　）		7		3.0

						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

		n		1．ほぼ10割対応		70		53		48		47		31		17		2		4		14		29		28		3		11		3		10		18		9		0

		n=233		2．7／8割対応		76		74		65		80		64		26		10		12		28		40		36		7		10		9		14		11		5		0

				3．5／6割対応		33		46		44		44		60		46		15		19		32		27		22		5		7		9		18		10		7		1

				4．3／4割対応		12		21		28		22		28		50		18		22		34		32		37		7		12		13		11		21		6		0

				5．1／2割対応		22		23		32		25		33		62		62		76		87		62		59		37		50		37		49		66		42		0

				6．全く対応できていない		3		3		3		1		3		13		112		81		23		27		35		155		126		145		114		85		141		0

				無回答		17		13		13		14		14		19		14		19		15		16		16		19		17		17		17		22		23		232

		%				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

				1．ほぼ10割対応		30.0		22.7		20.6		20.2		13.3		7.3		0.9		1.7		6.0		12.4		12.0		1.3		4.7		1.3		4.3		7.7		3.9		0.0

				2．7／8割対応		32.6		31.8		27.9		34.3		27.5		11.2		4.3		5.2		12.0		17.2		15.5		3.0		4.3		3.9		6.0		4.7		2.1		0.0

				3．5／6割対応		14.2		19.7		18.9		18.9		25.8		19.7		6.4		8.2		13.7		11.6		9.4		2.1		3.0		3.9		7.7		4.3		3.0		0.4

				4．3／4割対応		5.2		9.0		12.0		9.4		12.0		21.5		7.7		9.4		14.6		13.7		15.9		3.0		5.2		5.6		4.7		9.0		2.6		0.0

				5．1／2割対応		9.4		9.9		13.7		10.7		14.2		26.6		26.6		32.6		37.3		26.6		25.3		15.9		21.5		15.9		21.0		28.3		18.0		0.0

				6．全く対応できていない		1.3		1.3		1.3		0.4		1.3		5.6		48.1		34.8		9.9		11.6		15.0		66.5		54.1		62.2		48.9		36.5		60.5		0.0

				無回答		7.3		5.6		5.6		6.0		6.0		8.2		6.0		8.2		6.4		6.9		6.9		8.2		7.3		7.3		7.3		9.4		9.9		99.6

				【問１０】貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				①院内スタッフが対応すべき インナイタイオウ		n		%

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		92.7

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		88.4

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		94.0

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		91.8

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		92.3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		91.8

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		93.6

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		89.3

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		92.3

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		89.7

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		84.5

				12) その他（　　　　　　　　　）		3		1.3

				【問１０】貴院において、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				②貴院での対応の程度 キインタイオウテイド		1．ほぼ10割対応		2．7／8割対応		3．5／6割対応		4．3／4割対応		5．1／2割対応		6．全く対応できていない		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		53		57		28		21		32		33		9

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		33		72		38		33		39		6		12

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		57		76		41		23		24		0		12

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		50		87		39		14		25		4		14

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		44		90		39		13		29		3		15

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		74		84		25		16		17		4		13

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		94		80		18		15		12		2		12

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		36		61		52		22		32		18		12

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		70		81		27		21		21		2		11

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		69		73		34		20		20		6		11

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		70		71		33		17		18		11		13

				12) その他（　　　　　）		1		0		0		0		0		0		232

		【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

						1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

				12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231
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		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。																																最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。																																		最近2ヵ月の相談件数（件） サイキンゲツソウダンケンスウケン

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1						1．0件		7

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4						2．1件～50件以下		26

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10						3．51件～100件以下		39

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4						4．101件～150件以下		27

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1						5．151件～200件以下		20

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7						6．201件～300件以下		34

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5						7．301件～400件以下		17

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3						8．401件～500件以下		14

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5						9．501件～1000件以下		23

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1						10．1001件以上		16

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2						無回答		10

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39						患者や家族からの「働くこと」に関連する相談 カンジャカゾク

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4						1)　はい　　		195

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0						2)　いいえ　		36

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16						無回答		2

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5						具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42						1) あった　		141

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42						2) なかった		31

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3				3) わからない		46

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43						無回答		15

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答 ムカイトウ

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		215		16		2		0		0		0		0		0		233

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		35		180		18		0		0		0		0		0		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		15		116		98		2		0		0		0		2		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		166		44		17		3		0		2		0		1		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		53		128		48		1		0		3		0		0		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		5		79		131		2		0		13		1		2		233

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		6		135		39		10		20		3		14		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		2		1		157		11		50		3		9		0		233

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		6		39		158		2		20		3		4		1		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		2		26		188		7		2		1		4		3		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1		29		192		5		2		0		2		2		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		0		2		156		29		27		2		9		8		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1		2		185		22		13		1		5		4		233

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		5		146		25		39		2		10		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		0		6		165		22		16		2		16		6		233

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		0		3		121		13		79		4		9		4		233

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		4		5		76		14		102		4		22		6		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						18) その他		0		0		2		0		0		0		0		231		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4						1) はい		18

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38						2) いいえ		213

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1						無回答		2

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30						1) あった　		156

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3						2) なかった		15

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9						3) わからない		52

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1						無回答		10

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43				【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34						1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8				197

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29				68

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14				169

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28				95

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20				39

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6				7

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2				48

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9				623

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6				27.5

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14				34.3

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21				30.9

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1				5.2

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1				2.1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2





		



最近2ヵ月の相談件数（件）

施設数



		



患者や家族からの「働くこと」に関連する
相談対応経験



		



施設数

最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）



		



具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談



		



施設数

最近2ヵ月の潜在的に「働くこと」に関連する相談（施設数）



		



1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「働くこと」に関する院内外における望ましい対応者・場所



		



相談支援センターの院外専門家（社労士等）との協働経験

1) はい 
18（8%）

2) いいえ
213（91%）



		



「在宅医療・療養生活」に関する
相談対応経験



		



最近2ヵ月の患者や家族からの「在宅医療・療養」に関連する相談（施設数）



		



1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「在宅医療・療養生活」に関する
院内外における望ましい対応者・場所



		



調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
49（21%）

2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）



		



調査回答内訳（病院種別）

1．がん専門病院
14（6%）

2．大学病院
55（24%）

3．一般総合病院　　
164（70%）



		



1．相談支援センター内で対応

2．院内同部署内にあるが、別部門として対応

3．院内他部署にあり、別部門として対応

4．その他（　　　　　）

無回答

地域医療連携室の併設状況

64(27.5%)

80(34.3%)

72(30.9%)




_1454319980.xls
Graph1

		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える

		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する

		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ

		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える

		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える

		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する

		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う

		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える

		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える

		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する

		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける

		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う

		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ

		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う

		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する

		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える

		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う



％

図4. 病院内のスタッフが対応すべきと考える
｢働くこと」に関する対応や支援　　n=233施設
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集計表（度数）

		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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図_問4&問10

				【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

								233

				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		96.1

				2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		96.6

				3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		96.1

				4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		95.7

				5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		95.7

				6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		82.4

				7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		69.5

				8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		59.2

				9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		79.0

				10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		86.3

				11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		85.4

				12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		54.5

				13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		72.1

				14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		65.7

				15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		71.2

				16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		54.1

				17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		36.9

				18) その他（　　　　　）		7		3.0

						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

		n		1．ほぼ10割対応		70		53		48		47		31		17		2		4		14		29		28		3		11		3		10		18		9		0

		n=233		2．7／8割対応		76		74		65		80		64		26		10		12		28		40		36		7		10		9		14		11		5		0

				3．5／6割対応		33		46		44		44		60		46		15		19		32		27		22		5		7		9		18		10		7		1

				4．3／4割対応		12		21		28		22		28		50		18		22		34		32		37		7		12		13		11		21		6		0

				5．1／2割対応		22		23		32		25		33		62		62		76		87		62		59		37		50		37		49		66		42		0

				6．全く対応できていない		3		3		3		1		3		13		112		81		23		27		35		155		126		145		114		85		141		0

				無回答		17		13		13		14		14		19		14		19		15		16		16		19		17		17		17		22		23		232

		%				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

				1．ほぼ10割対応		30.0		22.7		20.6		20.2		13.3		7.3		0.9		1.7		6.0		12.4		12.0		1.3		4.7		1.3		4.3		7.7		3.9		0.0

				2．7／8割対応		32.6		31.8		27.9		34.3		27.5		11.2		4.3		5.2		12.0		17.2		15.5		3.0		4.3		3.9		6.0		4.7		2.1		0.0

				3．5／6割対応		14.2		19.7		18.9		18.9		25.8		19.7		6.4		8.2		13.7		11.6		9.4		2.1		3.0		3.9		7.7		4.3		3.0		0.4

				4．3／4割対応		5.2		9.0		12.0		9.4		12.0		21.5		7.7		9.4		14.6		13.7		15.9		3.0		5.2		5.6		4.7		9.0		2.6		0.0

				5．1／2割対応		9.4		9.9		13.7		10.7		14.2		26.6		26.6		32.6		37.3		26.6		25.3		15.9		21.5		15.9		21.0		28.3		18.0		0.0

				6．全く対応できていない		1.3		1.3		1.3		0.4		1.3		5.6		48.1		34.8		9.9		11.6		15.0		66.5		54.1		62.2		48.9		36.5		60.5		0.0

				無回答		7.3		5.6		5.6		6.0		6.0		8.2		6.0		8.2		6.4		6.9		6.9		8.2		7.3		7.3		7.3		9.4		9.9		99.6

				【問１０】貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				①院内スタッフが対応すべき インナイタイオウ		n		%

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		92.7

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		88.4

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		94.0

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		91.8

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		92.3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		91.8

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		93.6

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		89.3

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		92.3

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		89.7

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		84.5

				12) その他（　　　　　　　　　）		3		1.3

				【問１０】貴院において、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				②貴院での対応の程度 キインタイオウテイド		1．ほぼ10割対応		2．7／8割対応		3．5／6割対応		4．3／4割対応		5．1／2割対応		6．全く対応できていない		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		53		57		28		21		32		33		9

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		33		72		38		33		39		6		12

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		57		76		41		23		24		0		12

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		50		87		39		14		25		4		14

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		44		90		39		13		29		3		15

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		74		84		25		16		17		4		13

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		94		80		18		15		12		2		12

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		36		61		52		22		32		18		12

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		70		81		27		21		21		2		11

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		69		73		34		20		20		6		11

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		70		71		33		17		18		11		13

				12) その他（　　　　　）		1		0		0		0		0		0		232

		【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

						1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

				12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231
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院内で対応すべきと考える
｢働くこと」に関する対応や支援
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病院内のスタッフが対応すべきと考える「療養生活」に関する
対応や支援   　　n=233施設
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施設数

「在宅医療・療養生活」について院内で対応している割合　　n=233施設



		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。																																最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。																																		最近2ヵ月の相談件数（件） サイキンゲツソウダンケンスウケン

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1						1．0件		7

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4						2．1件～50件以下		26

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10						3．51件～100件以下		39

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4						4．101件～150件以下		27

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1						5．151件～200件以下		20

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7						6．201件～300件以下		34

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5						7．301件～400件以下		17

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3						8．401件～500件以下		14

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5						9．501件～1000件以下		23

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1						10．1001件以上		16

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2						無回答		10

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39						患者や家族からの「働くこと」に関連する相談 カンジャカゾク

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4						1)　はい　　		195

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0						2)　いいえ　		36

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16						無回答		2

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5						具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42						1) あった　		141

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42						2) なかった		31

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3				3) わからない		46

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43						無回答		15

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答 ムカイトウ

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		215		16		2		0		0		0		0		0		233

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		35		180		18		0		0		0		0		0		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		15		116		98		2		0		0		0		2		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		166		44		17		3		0		2		0		1		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		53		128		48		1		0		3		0		0		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		5		79		131		2		0		13		1		2		233

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		6		135		39		10		20		3		14		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		2		1		157		11		50		3		9		0		233

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		6		39		158		2		20		3		4		1		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		2		26		188		7		2		1		4		3		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1		29		192		5		2		0		2		2		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		0		2		156		29		27		2		9		8		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1		2		185		22		13		1		5		4		233

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		5		146		25		39		2		10		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		0		6		165		22		16		2		16		6		233

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		0		3		121		13		79		4		9		4		233

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		4		5		76		14		102		4		22		6		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						18) その他		0		0		2		0		0		0		0		231		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4						1) はい		18

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38						2) いいえ		213

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1						無回答		2

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30						1) あった　		156

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3						2) なかった		15

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9						3) わからない		52

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1						無回答		10

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43				【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34						1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8				197

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29				68

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14				169

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28				95

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20				39

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6				7

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2				48

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9				623

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6				27.5

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14				34.3

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21				30.9

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1				5.2

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1				2.1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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最近2ヵ月の相談件数（件）

施設数
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患者や家族からの「働くこと」に関連する
相談対応経験
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施設数

最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）
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具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談
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施設数

最近2ヵ月の潜在的に「働くこと」に関連する相談（施設数）
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1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「院内外における望ましい対応者・場所」
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相談支援センターの院外専門家（社労士等）との協働経験

1) はい 
18（8%）

2) いいえ
213（91%）
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「在宅医療・療養生活」に関する
相談対応経験
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最近2ヵ月の患者や家族からの「在宅医療・療養」に関連する相談（施設数）
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1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答
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調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
49（21%）

2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）
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調査回答内訳（病院種別）

1．がん専門病院
14（6%）

2．大学病院
55（24%）

3．一般総合病院　　
164（70%）



		0		0		0		0		0



1．相談支援センター内で対応

2．院内同部署内にあるが、別部門として対応

3．院内他部署にあり、別部門として対応

4．その他（　　　　　）

無回答

地域医療連携室の併設状況

64(27.5%)

80(34.3%)

72(30.9%)
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		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える

		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する

		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける

		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う

		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ

		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う

		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する

		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える

		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う



1．ほぼ10割対応

2．7／8割対応

3．5／6割対応

4．3／4割対応

5．1／2割対応

6．全く対応できていない

無回答

施設数

図5.　「働くこと」について院内で対応している割合　　n=233施設
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集計表（度数）

		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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図_問4&問10

				【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

								233

				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		96.1

				2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		96.6

				3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		96.1

				4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		95.7

				5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		95.7

				6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		82.4

				7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		69.5

				8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		59.2

				9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		79.0

				10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		86.3

				11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		85.4

				12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		54.5

				13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		72.1

				14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		65.7

				15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		71.2

				16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		54.1

				17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		36.9

				18) その他（　　　　　）		7		3.0

						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

		n		1．ほぼ10割対応		70		53		48		47		31		17		2		4		14		29		28		3		11		3		10		18		9		0

		n=233		2．7／8割対応		76		74		65		80		64		26		10		12		28		40		36		7		10		9		14		11		5		0

				3．5／6割対応		33		46		44		44		60		46		15		19		32		27		22		5		7		9		18		10		7		1

				4．3／4割対応		12		21		28		22		28		50		18		22		34		32		37		7		12		13		11		21		6		0

				5．1／2割対応		22		23		32		25		33		62		62		76		87		62		59		37		50		37		49		66		42		0

				6．全く対応できていない		3		3		3		1		3		13		112		81		23		27		35		155		126		145		114		85		141		0

				無回答		17		13		13		14		14		19		14		19		15		16		16		19		17		17		17		22		23		232

		%				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

				1．ほぼ10割対応		30.0		22.7		20.6		20.2		13.3		7.3		0.9		1.7		6.0		12.4		12.0		1.3		4.7		1.3		4.3		7.7		3.9		0.0

				2．7／8割対応		32.6		31.8		27.9		34.3		27.5		11.2		4.3		5.2		12.0		17.2		15.5		3.0		4.3		3.9		6.0		4.7		2.1		0.0

				3．5／6割対応		14.2		19.7		18.9		18.9		25.8		19.7		6.4		8.2		13.7		11.6		9.4		2.1		3.0		3.9		7.7		4.3		3.0		0.4

				4．3／4割対応		5.2		9.0		12.0		9.4		12.0		21.5		7.7		9.4		14.6		13.7		15.9		3.0		5.2		5.6		4.7		9.0		2.6		0.0

				5．1／2割対応		9.4		9.9		13.7		10.7		14.2		26.6		26.6		32.6		37.3		26.6		25.3		15.9		21.5		15.9		21.0		28.3		18.0		0.0

				6．全く対応できていない		1.3		1.3		1.3		0.4		1.3		5.6		48.1		34.8		9.9		11.6		15.0		66.5		54.1		62.2		48.9		36.5		60.5		0.0

				無回答		7.3		5.6		5.6		6.0		6.0		8.2		6.0		8.2		6.4		6.9		6.9		8.2		7.3		7.3		7.3		9.4		9.9		99.6

				【問１０】貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				①院内スタッフが対応すべき インナイタイオウ		n		%

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		92.7

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		88.4

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		94.0

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		91.8

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		92.3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		91.8

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		93.6

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		89.3

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		92.3

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		89.7

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		84.5

				12) その他（　　　　　　　　　）		3		1.3

				【問１０】貴院において、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				②貴院での対応の程度 キインタイオウテイド		1．ほぼ10割対応		2．7／8割対応		3．5／6割対応		4．3／4割対応		5．1／2割対応		6．全く対応できていない		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		53		57		28		21		32		33		9

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		33		72		38		33		39		6		12

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		57		76		41		23		24		0		12

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		50		87		39		14		25		4		14

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		44		90		39		13		29		3		15

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		74		84		25		16		17		4		13

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		94		80		18		15		12		2		12

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		36		61		52		22		32		18		12

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		70		81		27		21		21		2		11

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		69		73		34		20		20		6		11

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		70		71		33		17		18		11		13

				12) その他（　　　　　）		1		0		0		0		0		0		232

		【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

						1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

				12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231
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院内で対応すべきと考える
｢働くこと」に関する対応や支援
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4．3／4割対応

5．1／2割対応

6．全く対応できていない

無回答

施設数

「働くこと」について院内で対応している割合　　n=233施設



		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0



%

%

病院内のスタッフが対応すべきと考える「療養生活」に関する
対応や支援   　　n=233施設
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1．ほぼ10割対応

2．7／8割対応

3．5／6割対応

4．3／4割対応

5．1／2割対応

6．全く対応できていない

無回答

施設数

「在宅医療・療養生活」について院内で対応している割合　　n=233施設



		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。																																最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。																																		最近2ヵ月の相談件数（件） サイキンゲツソウダンケンスウケン

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1						1．0件		7

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4						2．1件～50件以下		26

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10						3．51件～100件以下		39

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4						4．101件～150件以下		27

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1						5．151件～200件以下		20

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7						6．201件～300件以下		34

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5						7．301件～400件以下		17

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3						8．401件～500件以下		14

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5						9．501件～1000件以下		23

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1						10．1001件以上		16

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2						無回答		10

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39						患者や家族からの「働くこと」に関連する相談 カンジャカゾク

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4						1)　はい　　		195

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0						2)　いいえ　		36

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16						無回答		2

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5						具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42						1) あった　		141

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42						2) なかった		31

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3				3) わからない		46

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43						無回答		15

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答 ムカイトウ

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		215		16		2		0		0		0		0		0		233

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		35		180		18		0		0		0		0		0		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		15		116		98		2		0		0		0		2		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		166		44		17		3		0		2		0		1		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		53		128		48		1		0		3		0		0		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		5		79		131		2		0		13		1		2		233

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		6		135		39		10		20		3		14		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		2		1		157		11		50		3		9		0		233

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		6		39		158		2		20		3		4		1		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		2		26		188		7		2		1		4		3		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1		29		192		5		2		0		2		2		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		0		2		156		29		27		2		9		8		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1		2		185		22		13		1		5		4		233

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		5		146		25		39		2		10		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		0		6		165		22		16		2		16		6		233

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		0		3		121		13		79		4		9		4		233

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		4		5		76		14		102		4		22		6		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						18) その他		0		0		2		0		0		0		0		231		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4						1) はい		18

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38						2) いいえ		213

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1						無回答		2

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30						1) あった　		156

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3						2) なかった		15

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9						3) わからない		52

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1						無回答		10

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43				【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34						1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8				197

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29				68

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14				169

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28				95

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20				39

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6				7

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2				48

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9				623

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6				27.5

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14				34.3

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21				30.9

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1				5.2

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1				2.1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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施設数

最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）
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具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談
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施設数

最近2ヵ月の潜在的に「働くこと」に関連する相談（施設数）
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1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「院内外における望ましい対応者・場所」
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相談支援センターの院外専門家（社労士等）との協働経験

1) はい 
18（8%）

2) いいえ
213（91%）
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「在宅医療・療養生活」に関する
相談対応経験
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最近2ヵ月の患者や家族からの「在宅医療・療養」に関連する相談（施設数）
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1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答
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調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
49（21%）

2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）
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調査回答内訳（病院種別）

1．がん専門病院
14（6%）

2．大学病院
55（24%）

3．一般総合病院　　
164（70%）



		0		0		0		0		0



1．相談支援センター内で対応

2．院内同部署内にあるが、別部門として対応

3．院内他部署にあり、別部門として対応

4．その他（　　　　　）

無回答

地域医療連携室の併設状況

64(27.5%)

80(34.3%)

72(30.9%)
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施設数

図3.　最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）
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集計表（度数）

		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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図_問4&問10

				【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

								233

				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		96.1

				2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		96.6

				3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		96.1

				4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		95.7

				5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		95.7

				6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		82.4

				7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		69.5

				8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		59.2

				9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		79.0

				10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		86.3

				11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		85.4

				12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		54.5

				13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		72.1

				14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		65.7

				15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		71.2

				16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		54.1

				17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		36.9

				18) その他（　　　　　）		7		3.0

						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

		n		1．ほぼ10割対応		70		53		48		47		31		17		2		4		14		29		28		3		11		3		10		18		9		0

		n=233		2．7／8割対応		76		74		65		80		64		26		10		12		28		40		36		7		10		9		14		11		5		0

				3．5／6割対応		33		46		44		44		60		46		15		19		32		27		22		5		7		9		18		10		7		1

				4．3／4割対応		12		21		28		22		28		50		18		22		34		32		37		7		12		13		11		21		6		0

				5．1／2割対応		22		23		32		25		33		62		62		76		87		62		59		37		50		37		49		66		42		0

				6．全く対応できていない		3		3		3		1		3		13		112		81		23		27		35		155		126		145		114		85		141		0

				無回答		17		13		13		14		14		19		14		19		15		16		16		19		17		17		17		22		23		232

		%				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

				1．ほぼ10割対応		30.0		22.7		20.6		20.2		13.3		7.3		0.9		1.7		6.0		12.4		12.0		1.3		4.7		1.3		4.3		7.7		3.9		0.0

				2．7／8割対応		32.6		31.8		27.9		34.3		27.5		11.2		4.3		5.2		12.0		17.2		15.5		3.0		4.3		3.9		6.0		4.7		2.1		0.0

				3．5／6割対応		14.2		19.7		18.9		18.9		25.8		19.7		6.4		8.2		13.7		11.6		9.4		2.1		3.0		3.9		7.7		4.3		3.0		0.4

				4．3／4割対応		5.2		9.0		12.0		9.4		12.0		21.5		7.7		9.4		14.6		13.7		15.9		3.0		5.2		5.6		4.7		9.0		2.6		0.0

				5．1／2割対応		9.4		9.9		13.7		10.7		14.2		26.6		26.6		32.6		37.3		26.6		25.3		15.9		21.5		15.9		21.0		28.3		18.0		0.0

				6．全く対応できていない		1.3		1.3		1.3		0.4		1.3		5.6		48.1		34.8		9.9		11.6		15.0		66.5		54.1		62.2		48.9		36.5		60.5		0.0

				無回答		7.3		5.6		5.6		6.0		6.0		8.2		6.0		8.2		6.4		6.9		6.9		8.2		7.3		7.3		7.3		9.4		9.9		99.6

				【問１０】貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				①院内スタッフが対応すべき インナイタイオウ		n		%

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		92.7

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		88.4

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		94.0

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		91.8

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		92.3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		91.8

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		93.6

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		89.3

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		92.3

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		89.7

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		84.5

				12) その他（　　　　　　　　　）		3		1.3

				【問１０】貴院において、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				②貴院での対応の程度 キインタイオウテイド		1．ほぼ10割対応		2．7／8割対応		3．5／6割対応		4．3／4割対応		5．1／2割対応		6．全く対応できていない		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		53		57		28		21		32		33		9

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		33		72		38		33		39		6		12

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		57		76		41		23		24		0		12

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		50		87		39		14		25		4		14

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		44		90		39		13		29		3		15

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		74		84		25		16		17		4		13

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		94		80		18		15		12		2		12

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		36		61		52		22		32		18		12

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		70		81		27		21		21		2		11

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		69		73		34		20		20		6		11

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		70		71		33		17		18		11		13

				12) その他（　　　　　）		1		0		0		0		0		0		232

		【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

						1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

				12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231
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施設数

「在宅医療・療養生活」について院内で対応している割合　　n=233施設



		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。																																最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。																																		最近2ヵ月の相談件数（件） サイキンゲツソウダンケンスウケン

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1						1．0件		7

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4						2．1件～50件以下		26

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10						3．51件～100件以下		39

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4						4．101件～150件以下		27

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1						5．151件～200件以下		20

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7						6．201件～300件以下		34

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5						7．301件～400件以下		17

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3						8．401件～500件以下		14

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5						9．501件～1000件以下		23

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1						10．1001件以上		16

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2						無回答		10

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39						患者や家族からの「働くこと」に関連する相談 カンジャカゾク

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4						1)　はい　　		195

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0						2)　いいえ　		36

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16						無回答		2

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5						具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42						1) あった　		141

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42						2) なかった		31

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3				3) わからない		46

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43						無回答		15

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答 ムカイトウ

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		215		16		2		0		0		0		0		0		233

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		35		180		18		0		0		0		0		0		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		15		116		98		2		0		0		0		2		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		166		44		17		3		0		2		0		1		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		53		128		48		1		0		3		0		0		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		5		79		131		2		0		13		1		2		233

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		6		135		39		10		20		3		14		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		2		1		157		11		50		3		9		0		233

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		6		39		158		2		20		3		4		1		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		2		26		188		7		2		1		4		3		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1		29		192		5		2		0		2		2		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		0		2		156		29		27		2		9		8		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1		2		185		22		13		1		5		4		233

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		5		146		25		39		2		10		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		0		6		165		22		16		2		16		6		233

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		0		3		121		13		79		4		9		4		233

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		4		5		76		14		102		4		22		6		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						18) その他		0		0		2		0		0		0		0		231		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4						1) はい		18

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38						2) いいえ		213

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1						無回答		2

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30						1) あった　		156

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3						2) なかった		15

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9						3) わからない		52

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1						無回答		10

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43				【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34						1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8				197

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29				68

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14				169

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28				95

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20				39

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6				7

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2				48

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9				623

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6				27.5

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14				34.3

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21				30.9

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1				5.2

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1				2.1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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患者や家族からの「働くこと」に関連する
相談対応経験
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施設数

最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）
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具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談
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最近2ヵ月の潜在的に「働くこと」に関連する相談（施設数）
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		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0		0		0



1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「院内外における望ましい対応者・場所」
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相談支援センターの院外専門家（社労士等）との協働経験

1) はい 
18（8%）

2) いいえ
213（91%）
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「在宅医療・療養生活」に関する
相談対応経験
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最近2ヵ月の患者や家族からの「在宅医療・療養」に関連する相談（施設数）
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1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答
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調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
49（21%）

2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）
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調査回答内訳（病院種別）

1．がん専門病院
14（6%）

2．大学病院
55（24%）

3．一般総合病院　　
164（70%）



		0		0		0		0		0



1．相談支援センター内で対応

2．院内同部署内にあるが、別部門として対応

3．院内他部署にあり、別部門として対応

4．その他（　　　　　）

無回答

地域医療連携室の併設状況

64(27.5%)

80(34.3%)

72(30.9%)




_1454166498.xls
Graph1

		1)　はい　　

		2)　いいえ　

		無回答



図2.患者や家族からの「働くこと」に関連する
相談対応経験

195

36

2



集計表（度数）

		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2
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図_問4&問10

				【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。

								233

				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		96.1

				2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		96.6

				3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		96.1

				4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		95.7

				5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		95.7

				6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		82.4

				7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		69.5

				8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		59.2

				9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		79.0

				10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		86.3

				11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		85.4

				12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		54.5

				13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		72.1

				14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		65.7

				15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		71.2

				16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		54.1

				17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		36.9

				18) その他（　　　　　）		7		3.0

						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

		n		1．ほぼ10割対応		70		53		48		47		31		17		2		4		14		29		28		3		11		3		10		18		9		0

		n=233		2．7／8割対応		76		74		65		80		64		26		10		12		28		40		36		7		10		9		14		11		5		0

				3．5／6割対応		33		46		44		44		60		46		15		19		32		27		22		5		7		9		18		10		7		1

				4．3／4割対応		12		21		28		22		28		50		18		22		34		32		37		7		12		13		11		21		6		0

				5．1／2割対応		22		23		32		25		33		62		62		76		87		62		59		37		50		37		49		66		42		0

				6．全く対応できていない		3		3		3		1		3		13		112		81		23		27		35		155		126		145		114		85		141		0

				無回答		17		13		13		14		14		19		14		19		15		16		16		19		17		17		17		22		23		232

		%				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う

				1．ほぼ10割対応		30.0		22.7		20.6		20.2		13.3		7.3		0.9		1.7		6.0		12.4		12.0		1.3		4.7		1.3		4.3		7.7		3.9		0.0

				2．7／8割対応		32.6		31.8		27.9		34.3		27.5		11.2		4.3		5.2		12.0		17.2		15.5		3.0		4.3		3.9		6.0		4.7		2.1		0.0

				3．5／6割対応		14.2		19.7		18.9		18.9		25.8		19.7		6.4		8.2		13.7		11.6		9.4		2.1		3.0		3.9		7.7		4.3		3.0		0.4

				4．3／4割対応		5.2		9.0		12.0		9.4		12.0		21.5		7.7		9.4		14.6		13.7		15.9		3.0		5.2		5.6		4.7		9.0		2.6		0.0

				5．1／2割対応		9.4		9.9		13.7		10.7		14.2		26.6		26.6		32.6		37.3		26.6		25.3		15.9		21.5		15.9		21.0		28.3		18.0		0.0

				6．全く対応できていない		1.3		1.3		1.3		0.4		1.3		5.6		48.1		34.8		9.9		11.6		15.0		66.5		54.1		62.2		48.9		36.5		60.5		0.0

				無回答		7.3		5.6		5.6		6.0		6.0		8.2		6.0		8.2		6.4		6.9		6.9		8.2		7.3		7.3		7.3		9.4		9.9		99.6

				【問１０】貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				①院内スタッフが対応すべき インナイタイオウ		n		%

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		92.7

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		88.4

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		94.0

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		91.8

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		92.3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		91.8

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		93.6

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		89.3

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		92.3

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		89.7

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		84.5

				12) その他（　　　　　　　　　）		3		1.3

				【問１０】貴院において、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○。

				②貴院での対応の程度 キインタイオウテイド		1．ほぼ10割対応		2．7／8割対応		3．5／6割対応		4．3／4割対応		5．1／2割対応		6．全く対応できていない		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		53		57		28		21		32		33		9

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		33		72		38		33		39		6		12

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		57		76		41		23		24		0		12

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		50		87		39		14		25		4		14

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		44		90		39		13		29		3		15

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		74		84		25		16		17		4		13

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		94		80		18		15		12		2		12

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		36		61		52		22		32		18		12

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		70		81		27		21		21		2		11

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		69		73		34		20		20		6		11

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		70		71		33		17		18		11		13

				12) その他（　　　　　）		1		0		0		0		0		0		232

		【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

						1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

				2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

				3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

				4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

				5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

				6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

				7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

				8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

				9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

				10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

				11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

				12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231
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病院内のスタッフが対応すべきと考える「療養生活」に関する
対応や支援   　　n=233施設
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施設数

「在宅医療・療養生活」について院内で対応している割合　　n=233施設



		“働くこと” および“療養生活”に関連する相談の対応状況に関する調査集計表

																				41507.0

																												度数（施設） ドスウシセツ

		設　　　問 セツトイ						選　択　肢 センタクアシ		全体 ゼンカラダ		拠点病院の種類 キョテンビョウインシュルイ				病院種別 ビョウインシュベツ						病床数 ビョウショウスウ

												都道府県がん診療連携拠点病院		地域がん診療連携拠点病院		がん
専門
病院		大学
病院		一般
総合
病院		400床
未満		400床以上～600床未満		600床以上～800床未満		800床
以上

										233		49		184		14		55		164		42		87		61		43

		●まずはじめに、「働くこと」に関する相談対応についてうかがいます。

		注）本調査で「働くこと」とは、収入を伴う仕事全般に従事することを意味します。																																最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数

		○貴相談支援センターの相談件数と「働くこと」に関する相談の状況についてお答えください。																																		最近2ヵ月の相談件数（件） サイキンゲツソウダンケンスウケン

		【問1】最近2ヵ月の貴相談支援センターの全体の相談件数を教えてください。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		7		0		7		0		0		7		1		3		2		1						1．0件		7

								2．1件～50件以下		26		5		21		0		4		22		10		9		3		4						2．1件～50件以下		26

								3．51件～100件以下		39		5		34		1		7		31		7		16		6		10						3．51件～100件以下		39

								4．101件～150件以下		27		4		23		0		6		21		3		10		10		4						4．101件～150件以下		27

								5．151件～200件以下		20		6		14		0		8		12		5		3		11		1						5．151件～200件以下		20

								6．201件～300件以下		34		8		26		0		10		24		4		14		9		7						6．201件～300件以下		34

								7．301件～400件以下		17		4		13		2		3		12		3		4		5		5						7．301件～400件以下		17

								8．401件～500件以下		14		2		12		0		4		10		0		8		3		3						8．401件～500件以下		14

								9．501件～1000件以下		23		6		17		5		8		10		5		7		6		5						9．501件～1000件以下		23

								10．1001件以上		16		7		9		6		3		7		2		9		4		1						10．1001件以上		16

								無回答		10		2		8		0		2		8		2		4		2		2						無回答		10

		【問2】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「働くこと」に関連する相談を受けたことがありますか。						1)　はい　　→　【問2-1】へ　		195		43		152		11		48		136		35		72		49		39						患者や家族からの「働くこと」に関連する相談 カンジャカゾク

								2)　いいえ　→　【問3】へ		36		6		30		3		7		26		6		14		12		4						1)　はい　　		195

								無回答		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0						2)　いいえ　		36

		【問2-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「働くこと」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		64		6		58		0		16		48		12		25		11		16						無回答		2

								2．1件以下		28		7		21		0		8		20		8		5		9		6

								3．2件以下		26		6		20		1		4		21		4		10		8		4

								4．3件以下		17		6		11		3		3		11		3		8		4		2

								5．4件以下		12		2		10		0		3		9		1		6		5		0

								6．5件以下		8		4		4		1		5		2		1		1		4		2

								7．10件以下		20		7		13		3		4		13		3		7		4		6

								8．11件以上		11		1		10		1		1		9		2		6		2		1

								無効・無回答		9		4		5		2		4		3		1		4		2		2

		【問3】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。						1) あった　→　　　件／2ヵ月		141		29		112		11		35		95		22		51		39		29

								2) なかった		31		2		29		1		4		26		7		12		6		6

								3) わからない		46		16		30		1		12		33		10		17		15		4

								無回答		15		2		13		1		4		10		3		7		1		4

						相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．0件		4		1		3		0		2		2		0		1		0		3

								2．1件以下		20		2		18		0		5		15		1		11		5		3

								3．2件以下		24		5		19		1		6		17		3		8		8		5

								4．3件以下		12		1		11		0		3		9		4		3		3		2

								5．4件以下		6		1		5		1		1		4		0		3		3		0

								6．5件以下		16		5		11		1		4		11		5		2		7		2

								7．10件以下		18		4		14		2		3		13		4		6		7		1

								8．11件以上		27		6		21		4		7		16		3		12		4		8

								無回答		14		4		10		2		4		8		2		5		2		5						具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談

		【問4】以下の1)～18）は、「働くこと」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～18)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答に関わらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		224		43		181		13		51		160		41		85		56		42						1) あった　		141

								2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		225		43		182		13		51		161		41		85		57		42						2) なかった		31

								3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		224		45		179		13		52		159		40		85		57		42		1
2
3				3) わからない		46

								4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		223		46		177		13		53		157		42		82		56		43						無回答		15

								5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		223		46		177		13		52		158		42		82		57		42

								6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		192		40		152		10		45		137		35		70		54		33		1
2
3
4
5

								7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		162		32		130		10		37		115		33		61		42		26

								8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		138		32		106		8		40		90		28		46		38		26

								9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		184		34		150		7		41		136		36		67		51		30

								10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		201		40		161		11		46		144		39		72		55		35		1
2
3
4
5
6
7

								11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		199		38		161		9		48		142		40		69		54		36		1
2
3
4
5
6
7

								12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		127		26		101		6		35		86		24		45		37		21

								13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		168		36		132		10		41		117		29		65		43		31

								14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		153		37		116		13		40		100		29		56		43		25

								15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		166		36		130		12		40		114		26		66		46		28

								16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		126		28		98		9		34		83		21		45		38		22

								17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		86		18		68		6		23		57		12		34		24		16

								18) その他（　　　　　）		7		2		5		0		2		5		1		3		2		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．ほぼ10割対応		70		11		59		4		15		51		18		23		17		12

								2．7／8割対応		76		18		58		5		21		50		11		30		21		14

								3．5／6割対応		33		7		26		1		7		25		7		10		10		6

								4．3／4割対応		12		2		10		1		4		7		1		5		0		6

								5．1／2割対応		22		4		18		2		3		17		3		12		5		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		1		1

								無回答		17		6		11		1		4		12		1		7		7		2

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．ほぼ10割対応		53		10		43		3		12		38		11		17		13		12

								2．7／8割対応		74		15		59		6		18		50		14		27		19		14

								3．5／6割対応		46		12		34		2		11		33		7		21		15		3

								4．3／4割対応		21		2		19		1		6		14		4		6		2		9

								5．1／2割対応		23		4		19		1		4		18		6		11		4		2

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								無回答		13		5		8		1		3		9		0		5		7		1

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．ほぼ10割対応		48		11		37		4		10		34		14		13		12		9

								2．7／8割対応		65		13		52		3		22		40		9		24		18		14

								3．5／6割対応		44		11		33		3		10		31		7		16		15		6

								4．3／4割対応		28		3		25		1		4		23		6		11		4		7

								5．1／2割対応		32		7		25		2		7		23		4		17		5		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		0		0		3		2		0		1		0

								無回答		13		4		9		1		2		10		0		6		6		1

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．ほぼ10割対応		47		11		36		4		11		32		12		14		11		10

								2．7／8割対応		80		17		63		4		22		54		17		28		21		14

								3．5／6割対応		44		8		36		3		7		34		6		19		13		6

								4．3／4割対応		22		2		20		1		6		15		3		6		4		9

								5．1／2割対応		25		7		18		1		7		17		4		13		5		3

								6．全く対応できていない		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		14		4		10		1		2		11		0		7		6		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．ほぼ10割対応		31		6		25		2		6		23		10		6		8		7

								2．7／8割対応		64		12		52		2		17		45		12		26		15		11

								3．5／6割対応		60		17		43		6		15		39		9		24		20		7

								4．3／4割対応		28		1		27		0		7		21		5		6		4		13

								5．1／2割対応		33		7		26		3		6		24		5		19		6		3

								6．全く対応できていない		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								無回答		14		5		9		1		3		10		0		6		6		2

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．ほぼ10割対応		17		3		14		1		2		14		6		4		4		3

								2．7／8割対応		26		5		21		1		6		19		5		11		5		5

								3．5／6割対応		46		10		36		5		11		30		8		19		13		6

								4．3／4割対応		50		9		41		2		13		35		8		18		15		9

								5．1／2割対応		62		15		47		3		16		43		10		26		15		11

								6．全く対応できていない		13		1		12		1		2		10		4		3		2		4

								無回答		19		6		13		1		5		13		1		6		7		5

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．7／8割対応		10		0		10		2		1		7		4		5		0		1

								3．5／6割対応		15		3		12		2		1		12		3		10		0		2

								4．3／4割対応		18		3		15		1		5		12		4		4		7		3

								5．1／2割対応		62		13		49		3		12		47		9		27		14		12

								6．全く対応できていない		112		26		86		6		33		73		21		35		33		23

								無回答		14		3		11		0		3		11		1		6		5		2

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		4		1		3		1		0		3		1		2		0		1

								2．7／8割対応		12		2		10		1		3		8		4		4		2		2

								3．5／6割対応		19		4		15		2		8		9		2		6		6		5

								4．3／4割対応		22		6		16		4		2		16		3		12		4		3

								5．1／2割対応		76		16		60		3		20		53		11		30		21		14

								6．全く対応できていない		81		16		65		2		18		61		19		25		22		15

								無回答		19		4		15		1		4		14		2		8		6		3

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		14		3		11		2		2		10		4		5		3		2

								2．7／8割対応		28		5		23		2		7		19		7		11		5		5

								3．5／6割対応		32		4		28		1		7		24		4		12		10		6

								4．3／4割対応		34		5		29		0		5		29		4		15		10		5

								5．1／2割対応		87		21		66		5		25		57		20		27		23		17

								6．全く対応できていない		23		7		16		4		5		14		3		11		4		5

								無回答		15		4		11		0		4		11		0		6		6		3

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		29		6		23		3		4		22		7		9		9		4

								2．7／8割対応		40		9		31		4		11		25		7		15		11		7

								3．5／6割対応		27		4		23		0		7		20		5		12		6		4

								4．3／4割対応		32		6		26		2		5		25		4		15		6		7

								5．1／2割対応		62		12		50		3		15		44		11		23		17		11

								6．全く対応できていない		27		6		21		2		8		17		8		9		4		6

								無回答		16		6		10		0		5		11		0		4		8		4

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．ほぼ10割対応		28		5		23		2		4		22		8		8		9		3

								2．7／8割対応		36		8		28		4		9		23		7		13		10		6

								3．5／6割対応		22		4		18		0		6		16		4		11		3		4

								4．3／4割対応		37		6		31		1		8		28		4		14		9		10

								5．1／2割対応		59		15		44		4		13		42		9		25		18		7

								6．全く対応できていない		35		7		28		3		10		22		10		11		4		10

								無回答		16		4		12		0		5		11		0		5		8		3

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								2．7／8割対応		7		2		5		3		1		3		1		5		1		0

								3．5／6割対応		5		0		5		0		1		4		1		1		1		2

								4．3／4割対応		7		2		5		0		3		4		1		3		2		1

								5．1／2割対応		37		7		30		2		10		25		5		12		12		8

								6．全く対応できていない		155		30		125		8		33		114		31		59		37		28

								無効・無回答		19		7		12		1		7		11		2		6		7		4

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		11		3		8		2		1		8		4		3		2		2

								2．7／8割対応		10		1		9		1		2		7		0		6		3		1

								3．5／6割対応		7		0		7		0		2		5		0		3		1		3

								4．3／4割対応		12		2		10		0		4		8		2		4		5		1

								5．1／2割対応		50		13		37		4		16		30		5		22		14		9

								6．全く対応できていない		126		25		101		7		24		95		29		44		30		23

								無効・無回答		17		5		12		0		6		11		2		5		6		4

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		3		1		2		0		1		2		0		0		1		2

								2．7／8割対応		9		1		8		1		1		7		5		3		0		1

								3．5／6割対応		9		0		9		0		2		7		3		3		2		1

								4．3／4割対応		13		1		12		0		3		10		0		9		1		3

								5．1／2割対応		37		10		27		7		8		22		7		17		9		4

								6．全く対応できていない		145		31		114		6		36		103		26		48		42		29

								無回答		17		5		12		0		4		13		1		7		6		3

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		10		2		8		2		2		6		2		3		2		3

								2．7／8割対応		14		1		13		1		2		11		4		6		3		1

								3．5／6割対応		18		4		14		2		3		13		2		11		2		3

								4．3／4割対応		11		3		8		0		5		6		2		3		3		3

								5．1／2割対応		49		10		39		2		12		35		5		26		9		9

								6．全く対応できていない		114		24		90		7		26		81		26		33		36		19

								無回答		17		5		12		0		5		12		1		5		6		5

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．ほぼ10割対応		18		5		13		4		3		11		6		5		3		4

								2．7／8割対応		11		1		10		1		4		6		3		3		2		3

								3．5／6割対応		10		2		8		0		2		8		2		5		2		1

								4．3／4割対応		21		5		16		2		3		16		1		12		4		4

								5．1／2割対応		66		14		52		2		21		43		8		23		24		11

								6．全く対応できていない		85		13		72		4		16		65		20		31		18		16

								無回答		22		9		13		1		6		15		2		8		8		4

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		9		1		8		2		2		5		2		4		0		3

								2．7／8割対応		5		0		5		1		1		3		1		3		1		0

								3．5／6割対応		7		2		5		0		2		5		0		3		3		1

								4．3／4割対応		6		2		4		1		1		4		0		3		2		1

								5．1／2割対応		42		10		32		2		12		28		3		20		9		10

								6．全く対応できていない		141		27		114		7		31		103		33		46		37		25

								無効・無回答		23		7		16		1		6		16		3		8		9		3

						18) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43

		【問5】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		1．担当医		215		46		169		14		49		152		41		80		53		41								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答 ムカイトウ

								2．外来･病棟のスタッフ		16		3		13		0		4		12		1		7		7		1						1) 病状・見通しについて、本人の生活にどのように影響するかを伝える		215		16		2		0		0		0		0		0		233

								3．相談支援センター		2		0		2		0		2		0		0		0		1		1						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		35		180		18		0		0		0		0		0		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		15		116		98		2		0		0		0		2		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		166		44		17		3		0		2		0		1		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		53		128		48		1		0		3		0		0		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		5		79		131		2		0		13		1		2		233

						2) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足する		1．担当医		35		6		29		2		15		18		7		10		9		9						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		6		135		39		10		20		3		14		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		180		39		141		11		34		135		33		70		47		30						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		2		1		157		11		50		3		9		0		233

								3．相談支援センター		18		4		14		1		6		11		2		7		5		4						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		6		39		158		2		20		3		4		1		233

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		2		26		188		7		2		1		4		3		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1		29		192		5		2		0		2		2		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		0		2		156		29		27		2		9		8		233

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1		2		185		22		13		1		5		4		233

						3) 病状・見通しについて、本人が理解しやすいように説明を補足できる人へつなぐ		1．担当医		15		2		13		1		6		8		5		2		6		2						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		5		146		25		39		2		10		6		233

								2．外来･病棟のスタッフ		116		26		90		7		25		84		23		43		31		19						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		0		6		165		22		16		2		16		6		233

								3．相談支援センター		98		20		78		6		22		70		14		41		23		20						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		0		3		121		13		79		4		9		4		233

								4．院内他部署		2		1		1		0		2		0		0		0		0		2						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		4		5		76		14		102		4		22		6		233

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						18) その他		0		0		2		0		0		0		0		231		233

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

						4) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか伝える		1．担当医		166		38		128		11		39		116		35		58		45		28

								2．外来･病棟のスタッフ		44		9		35		2		10		32		3		21		10		10

								3．相談支援センター		17		1		16		1		4		12		3		7		3		4

								4．院内他部署		3		1		2		0		0		3		1		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		1		1		0		0		2		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		1		0		1		0		1		0		0		0		0		1

						5) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人がイメージできるように伝える		1．担当医		53		12		41		5		13		35		7		22		13		11

								2．外来･病棟のスタッフ		128		32		96		6		32		90		23		48		36		21

								3．相談支援センター		48		5		43		3		9		36		12		16		10		10

								4．院内他部署		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		1		2		0		0		2		1

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						6) がんとその治療よって、本人の心身や生活にどのような影響が起こりうるか、本人が自分の言葉で他者（家族､友人､会社の人など）に伝えられるように支援する		1．担当医		5		1		4		0		2		3		0		1		2		2

								2．外来･病棟のスタッフ		79		18		61		5		19		55		14		28		23		14

								3．相談支援センター		131		27		104		8		30		93		21		55		31		24

								4．院内他部署		2		1		1		0		0		2		2		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		13		1		12		1		3		9		5		3		2		3

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								無回答		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

						7) 診断や治療に入る前など早期の段階での仕事に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		6		1		5		0		1		5		2		1		1		2

								2．外来･病棟のスタッフ		135		22		113		6		33		96		25		50		33		27

								3．相談支援センター		39		12		27		1		10		28		6		14		14		5

								4．院内他部署		10		4		6		2		3		5		0		6		1		3

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		2		3		15		4		9		6		1

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		1		0		0

								7．その他		14		2		12		2		4		8		2		4		3		5

								無回答		6		2		4		1		1		4		1		2		3		0

						8) 本人が職場で情報収集できるように、情報収集のポイント（就業環境・就業規則、利用できる社内制度と公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		60		41		27

								4．院内他部署		11		3		8		1		3		7		1		4		3		3

								5．院外専門家・関係者		50		13		37		4		12		34		10		16		12		12

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		1		2		0		0

								7．その他		9		4		5		2		3		4		1		4		3		1

						9) 本人が、仕事に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		6		0		6		0		1		5		0		1		3		2

								2．外来･病棟のスタッフ		39		10		29		3		7		29		6		15		14		4

								3．相談支援センター		158		32		126		6		44		108		29		60		38		31

								4．院内他部署		2		0		2		1		0		1		0		1		1		0

								5．院外専門家・関係者		20		6		14		4		2		14		4		9		3		4

								6．ピアサポーター		3		0		3		0		0		3		2		0		0		1

								7．その他		4		1		3		0		1		3		1		1		1		1

								無回答		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

						10) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		26		6		20		1		6		19		4		9		8		5

								3．相談支援センター		188		38		150		11		45		132		36		70		48		34

								4．院内他部署		7		0		7		1		0		6		1		4		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								7．その他		4		1		3		0		2		2		0		2		0		2

								無回答		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

						11) 仕事に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有ができるように働きかける		1．担当医		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		29		8		21		1		5		23		6		10		9		4

								3．相談支援センター		192		39		153		11		48		133		35		71		50		36

								4．院内他部署		5		0		5		1		0		4		0		3		1		1

								5．院外専門家・関係者		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								無回答		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

						12) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）との関係づくりを行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		1		1		0

								3．相談支援センター		156		32		124		8		38		110		31		59		41		25

								4．院内他部署		29		6		23		1		9		19		6		8		7		8

								5．院外専門家・関係者		27		6		21		3		4		20		3		12		5		7

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								7．その他		9		1		8		1		1		7		1		4		2		2

								無回答		8		2		6		1		2		5		1		2		4		1

						13) 院外の就業に関する関係者（社会保険労務士、産業カウンセラー、産業医、産業保健師・看護師、人事・労務担当者等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		2		1		1		0		0		2		0		0		2		0

								3．相談支援センター		185		36		149		9		41		135		33		75		49		28

								4．院内他部署		22		5		17		1		8		13		4		6		3		9

								5．院外専門家・関係者		13		3		10		2		2		9		4		3		3		3

								6．ピアサポーター		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								7．その他		5		1		4		1		2		2		0		2		0		3

								無回答		4		2		2		1		1		2		1		1		2		0

						14) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から仕事についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		3		2		0		1		4		2		1		2		0

								3．相談支援センター		146		27		119		5		36		105		25		57		38		26

								4．院内他部署		25		5		20		3		7		15		6		7		6		6

								5．院外専門家・関係者		39		7		32		3		5		31		8		13		10		8

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		1		1		1		0		1		0

								7．その他		10		3		7		2		4		4		0		6		2		2

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						15) 病気（がん）になったときに、病院で就労や仕事に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		0		6		0		0		6		1		3		2		0

								3．相談支援センター		165		36		129		9		49		107		29		55		43		38

								4．院内他部署		22		3		19		2		4		16		6		7		5		4

								5．院外専門家・関係者		16		2		14		0		0		16		4		8		4		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		16		5		11		2		1		13		1		10		5		0

								無回答		6		3		3		1		1		4		0		3		2		1

						16) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉の仕方を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		3		0		3		0		0		3		0		2		0		1

								3．相談支援センター		121		24		97		6		33		82		27		39		36		19

								4．院内他部署		13		1		12		1		2		10		1		4		3		5

								5．院外専門家・関係者		79		20		59		4		16		59		11		36		17		15

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		1		3		1		0		2		1

								7．その他		9		2		7		2		1		6		2		5		1		1

								無回答		4		2		2		1		2		1		0		1		2		1

						17) 本人の希望がある場合に、その人が働いている職場の上司や人事との調整や交渉を行う		1．担当医		4		1		3		0		1		3		0		1		3		0

								2．外来･病棟のスタッフ		5		0		5		0		0		5		0		3		1		1

								3．相談支援センター		76		13		63		3		20		53		18		26		22		10

								4．院内他部署		14		3		11		1		4		9		1		2		4		7

								5．院外専門家・関係者		102		23		79		7		22		73		17		44		22		19

								6．ピアサポーター		4		0		4		0		0		4		0		1		0		3

								7．その他		22		7		15		2		6		14		6		8		6		2

								無回答		6		2		4		1		2		3		0		2		3		1

						18) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		41		86		61		43

		【問6】これまでに、貴相談支援センターでは、社会保険労務士等の病院外の専門家と、がんの患者や家族等の相談に関して、一緒に協働して支援を行ったことはありますか。またある場合に、ここ最近1年間の協働回数を教えてください。						1) はい →　（　　回／年程度）		18		4		14		2		7		9		1		10		3		4						1) はい		18

								2) いいえ		213		45		168		12		48		153		41		77		57		38						2) いいえ		213

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		0		1		1						無回答		2

						相談件数
（　　回／年程度） ソウダンケンスウ		1．0件		1		1		0		0		1		0		0		0		1		0

								2．1件以下		6		1		5		0		1		5		1		4		1		0

								3．2件以下		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

								4．3件以下		1		0		1		0		1		0		0		0		1		0

								5．4件以下		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．5件以下		2		1		1		1		1		0		0		1		0		1

								7．6件以上		2		0		2		1		0		1		0		2		0		0

								無効回答		1		1		0		0		1		0		0		0		0		1

		【問7】実際に協働の実績があるとお答えした方に伺います。　協働することによるメリットや課題等について、お話をうかがうことにご協力をいただけますか。ご協力の可否についてお教えください。						1) 協力可能		8		1		7		2		1		5		1		6		0		1

								2) 協力不可		1		0		1		0		0		1		0		0		0		1

								3) 現時点では不明		18		4		14		1		7		10		1		7		6		4

								無回答		206		44		162		11		47		148		40		74		55		37

		●ここからは、「在宅医療や療養生活」に関することについて伺います。

		○貴相談支援センターの相談件数と「在宅医療・療養生活」に関する相談の状況についてお答えください。

		【問８】これまでに、貴相談支援センターでは、がん患者さんご本人やご家族から、「在宅医療・療養生活」に関連する相談を受けたことがありますか。						1) はい　　		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

								2) いいえ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

		【問８-1】「はい」と回答された方に伺います。最近2ヵ月の相談支援センターにおける「在宅医療・療養生活」に関して具体的に言及された相談（主訴としてあげられた相談）の件数は、何件ですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1．0件		4		1		3		0		2		2		0		2		1		1

								2．1件～10件以下		59		10		49		0		12		47		15		17		15		12

								3．11件～20件以下		43		8		35		2		9		32		6		18		10		9

								4．21件～30件以下		11		2		9		0		4		7		3		4		2		2

								5．31件～40件以下		23		6		17		0		6		17		4		9		7		3

								6．41件～50件以下		9		2		7		0		2		7		2		1		4		2

								7．51件～100件以下		29		5		24		2		5		22		4		12		8		5

								8．101件～200件以下		19		3		16		0		9		10		1		6		8		4

								9．201件以上		21		7		14		7		4		10		4		10		4		3

								無回答		13		5		8		3		2		8		3		6		2		2

		【問９】すべての方に伺います。具体的に相談の場では、「在宅医療・療養」について言及はないが、潜在的に「在宅医療・療養生活」に関連すると考えられた相談は、ありましたか。またあった場合には、件数は何件くらいですか。
（　　　　　件／2ヵ月）						1) あった　→　　　件／2ヵ月		156		32		124		8		37		111		25		62		39		30						1) あった　		156

								2) なかった		15		1		14		0		2		13		4		4		4		3						2) なかった		15

								3) わからない		52		14		38		4		16		32		10		16		17		9						3) わからない		52

								無回答		10		2		8		2		0		8		3		5		1		1						無回答		10

						相談件数相談件数
（　　　　　件／2ヵ月） ソウダンケンスウ		1．1件～10件以下		47		9		38		0		11		36		7		20		9		11

								2．11件～20件以下		26		3		23		0		3		23		4		10		8		4

								3．21件～30件以下		11		3		8		1		2		8		1		4		3		3

								4．31件～40件以下		7		1		6		0		2		5		3		1		2		1

								5．41件～50件以下		6		2		4		0		3		3		0		3		2		1

								6．51件～100件以下		14		2		12		1		2		11		3		8		2		1

								7．101件以上		18		5		13		3		6		9		4		6		5		3

								無回答		27		7		20		3		8		16		3		10		8		6

		【問１０】以下の1)～12）は、「療養生活」に関する対応や支援の内容を示しています。1)～12)のそれぞれについて、貴院において、①病院内のスタッフが対応すべきと考えるものについて○をご記入ください。また、院内で対応すべきかどうかの回答にかかわらず、②貴院で対応している程度について、「1.ほぼ10割対応している」～「6.全く対応できていない」のうち最もあてはまる番号に○をつけてください。		①院内スタッフが対応すべき				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		216		42		174		13		49		154		38		82		57		39

								2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		206		39		167		11		50		145		33		76		56		41		1
2
3
4
5

								3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		219		44		175		12		52		155		38		82		57		42

								4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		214		41		173		12		51		151		38		80		55		41		1
2
3
4
5
6
7

								5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		215		42		173		12		53		150		36		81		56		42		1
2
3
4
5
6
7

								6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		214		44		170		13		51		150		39		80		54		41

								7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		218		44		174		13		52		153		39		82		55		42

								8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		208		41		167		11		49		148		38		76		55		39

								9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		215		42		173		11		50		154		37		82		56		40

								10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		209		40		169		11		51		147		35		81		53		40

								11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		197		37		160		11		45		141		34		75		49		39

								12) その他（　　　　　　　　　）		3		0		3		0		1		2		0		2		0		1

				②貴院での対応している程度は？		1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．ほぼ10割対応		53		9		44		4		11		38		11		21		17		4

								2．7／8割対応		57		12		45		3		10		44		10		23		14		10

								3．5／6割対応		28		7		21		2		9		17		2		12		9		5

								4．3／4割対応		21		3		18		0		4		17		7		4		3		7

								5．1／2割対応		32		6		26		1		8		23		3		15		6		8

								6．全く対応できていない		33		8		25		3		11		19		8		9		9		7

								無回答		9		4		5		1		2		6		1		3		3		2

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．ほぼ10割対応		33		4		29		3		6		24		7		12		7		7

								2．7／8割対応		72		16		56		6		15		51		15		29		22		6

								3．5／6割対応		38		11		27		2		13		23		6		17		7		8

								4．3／4割対応		33		2		31		1		8		24		5		8		8		12

								5．1／2割対応		39		10		29		1		8		30		5		17		11		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		1		5		2		2		1		1

								無回答		12		6		6		1		4		7		2		2		5		3

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．ほぼ10割対応		57		10		47		4		11		42		14		20		13		10

								2．7／8割対応		76		18		58		5		18		53		12		31		20		13

								3．5／6割対応		41		7		34		1		10		30		9		13		11		8

								4．3／4割対応		23		3		20		0		6		17		3		10		5		5

								5．1／2割対応		24		5		19		2		6		16		3		10		7		4

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．ほぼ10割対応		50		10		40		4		7		39		10		21		14		5

								2．7／8割対応		87		23		64		6		24		57		18		32		23		14

								3．5／6割対応		39		4		35		1		9		29		5		14		10		10

								4．3／4割対応		14		0		14		0		5		9		2		5		1		6

								5．1／2割対応		25		4		21		1		4		20		4		11		6		4

								6．全く対応できていない		4		0		4		1		0		3		1		2		1		0

								無回答		14		8		6		1		6		7		2		2		6		4

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．ほぼ10割対応		44		6		38		1		7		36		7		17		16		4

								2．7／8割対応		90		26		64		8		25		57		19		33		23		15

								3．5／6割対応		39		3		36		0		8		31		7		13		8		11

								4．3／4割対応		13		1		12		0		2		11		2		7		1		3

								5．1／2割対応		29		7		22		2		8		19		5		11		7		6

								6．全く対応できていない		3		0		3		1		0		2		1		1		1		0

								無回答		15		6		9		2		5		8		1		5		5		4

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．ほぼ10割対応		74		9		65		3		9		62		18		31		17		8

								2．7／8割対応		84		26		58		6		23		55		12		31		25		16

								3．5／6割対応		25		0		25		0		8		17		5		9		3		8

								4．3／4割対応		16		4		12		1		5		10		2		6		4		4

								5．1／2割対応		17		4		13		2		4		11		2		7		6		2

								6．全く対応できていない		4		1		3		1		2		1		1		1		1		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		2		2		5		4

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．ほぼ10割対応		94		16		78		4		12		78		22		36		23		13

								2．7／8割対応		80		20		60		4		25		51		10		32		24		14

								3．5／6割対応		18		2		16		1		6		11		2		7		3		6

								4．3／4割対応		15		2		13		1		7		7		3		4		2		6

								5．1／2割対応		12		3		9		2		2		8		2		5		4		1

								6．全く対応できていない		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								無回答		12		5		7		1		3		8		2		2		5		3

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．ほぼ10割対応		36		4		32		2		6		28		8		13		11		4

								2．7／8割対応		61		15		46		3		15		43		10		26		16		9

								3．5／6割対応		52		12		40		4		12		36		10		22		12		8

								4．3／4割対応		22		4		18		0		7		15		5		6		5		6

								5．1／2割対応		32		5		27		1		5		26		5		12		8		7

								6．全く対応できていない		18		3		15		2		6		10		3		5		4		6

								無回答		12		6		6		2		4		6		1		3		5		3

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．ほぼ10割対応		70		15		55		6		12		52		13		29		17		11

								2．7／8割対応		81		19		62		6		19		56		18		34		19		10

								3．5／6割対応		27		6		21		0		8		19		5		9		7		6

								4．3／4割対応		21		2		19		0		9		12		1		6		5		9

								5．1／2割対応		21		2		19		1		3		17		3		7		7		4

								6．全く対応できていない		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

								無効・無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		5		3

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．ほぼ10割対応		69		15		54		5		12		52		19		21		20		9

								2．7／8割対応		73		17		56		4		18		51		10		30		20		13

								3．5／6割対応		34		7		27		1		10		23		7		15		6		6

								4．3／4割対応		20		3		17		3		6		11		1		11		3		5

								5．1／2割対応		20		2		18		0		5		15		2		7		5		6

								6．全く対応できていない		6		0		6		0		0		6		2		1		1		2

								無回答		11		5		6		1		4		6		1		2		6		2

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．ほぼ10割対応		70		11		59		5		11		54		16		26		19		9

								2．7／8割対応		71		16		55		3		19		49		9		26		22		14

								3．5／6割対応		33		8		25		1		8		24		5		16		6		6

								4．3／4割対応		17		5		12		2		5		10		2		7		1		7

								5．1／2割対応		18		2		16		1		5		12		4		7		3		4

								6．全く対応できていない		11		2		9		1		3		7		5		2		3		1

								無回答		13		5		8		1		4		8		1		3		7		2

						12) その他（　　　　　）		1．ほぼ10割対応		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								2．7／8割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．5／6割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								4．3／4割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．1／2割対応		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．全く対応できていない		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		232		49		183		14		55		163		42		86		61		43				【問１１】貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。

		【問１１】以下の1)～18）のそれぞれについて、貴院内や外のスタッフ、あるいは部署のうち、対応をするのがより望ましいと考えるところはどこですか。現在の相談支援センターからみた状況に最も合うものを一つ選んで番号に○をつけてください。				1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		1．担当医		8		0		8		0		2		6		3		1		2		2								1．担当医		2．外来･病棟のスタッフ		3．相談支援センター		4．院内他部署		5．院外専門家・関係者		6．ピアサポーター		7．その他		無回答

								2．外来･病棟のスタッフ		197		44		153		12		45		140		32		75		56		34						1) 診断や治療に入る前など早期の段階での在宅での療養に関連する悩みのスクリーニングを行う		8		197		14		7		2		0		3		2

								3．相談支援センター		14		1		13		0		3		11		5		5		2		2						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		0		37		174		16		0		2		2		2

								4．院内他部署		7		1		6		1		3		3		0		4		0		3						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		5		117		96		7		0		2		4		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		0		53		163		12		0		0		3		2

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		0		42		172		12		0		0		4		3

								7．その他		3		1		2		0		1		2		1		1		1		0						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1		4		163		62		0		0		2		1

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		0		6		168		56		0		0		2		1

						2) 本人が自分で情報収集できるように、情報収集のポイント（療養環境・在宅医療体制、介護保険などの公的制度、調整や交渉の仕方・ソーシャルスキル）を伝える		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		0		10		157		53		4		1		6		2

								2．外来･病棟のスタッフ		37		11		26		2		9		26		4		15		12		6						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1		9		205		12		2		0		3		1

								3．相談支援センター		174		33		141		10		40		124		36		65		43		30						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1		25		190		10		1		2		1		3

								4．院内他部署		16		2		14		1		5		10		0		5		5		6						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		2		14		176		27		7		0		5		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						12) その他（　　　　　）		0		0		2		0		0		0		0		231

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						3) 本人が、療養生活に関して、今後どうしていきたいのかを一緒に考える		1．担当医		5		1		4		0		1		4		1		1		2		1

								2．外来･病棟のスタッフ		117		26		91		5		24		88		21		43		32		21

								3．相談支援センター		96		15		81		5		26		65		17		36		25		18

								4．院内他部署		7		2		5		1		3		3		0		3		2		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		1		1		0		0		2		1		1		0		0

								7．その他		4		3		1		2		1		1		1		2		0		1

								無回答		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

						4) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人に了解を得た上で、院内スタッフ（医師・看護師など）から情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）を収集する		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		53		12		41		2		12		39		9		20		13		11

								3．相談支援センター		163		32		131		9		38		116		30		62		44		27

								4．院内他部署		12		2		10		2		3		7		2		4		4		2

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		1		2		0		2		1		0		1		0		2

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		0		1

						5) 療養に関連する事柄について、医療スタッフと本人の理解の間にずれがあれば、本人と院内スタッフ（医師・看護師など）との間で情報（病状の見立て・副作用の程度・回復の見込み・治療スケジュール等）が共有できるように働きかける		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		42		9		33		2		7		33		8		16		12		6

								3．相談支援センター		172		34		138		10		41		121		31		65		45		31

								4．院内他部署		12		2		10		0		5		7		1		3		4		4

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		4		2		2		1		2		1		1		2		0		1

								無回答		3		2		1		1		0		2		1		1		0		1

						6) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）との関係づくりを行う		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		4		2		2		0		0		4		0		2		2		0

								3．相談支援センター		163		32		131		10		34		119		33		67		42		21

								4．院内他部署		62		14		48		3		21		38		8		17		15		22

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						7) 院外の療養に関する関係者（訪問看護ステーション、地域包括支援センター、在宅医、訪問看護師、介護支援専門員等）に必要に応じてつなぐ		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		6		1		5		0		0		6		0		3		3		0

								3．相談支援センター		168		32		136		10		36		122		32		71		43		22

								4．院内他部署		56		15		41		3		19		34		9		12		14		21

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						8) 院内の医師や看護師等のスタッフに対する啓発（患者から退院後の療養についての話を聞くということを意識してもらうなど）活動を行う		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		10		2		8		0		1		9		1		3		4		2

								3．相談支援センター		157		29		128		7		37		113		29		63		40		25

								4．院内他部署		53		13		40		4		16		33		8		16		13		16

								5．院外専門家・関係者		4		0		4		0		0		4		2		1		1		0

								6．ピアサポーター		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								7．その他		6		3		3		2		1		3		1		3		2		0

								無回答		2		2		0		1		0		1		1		0		1		0

						9) 病気（がん）になったときに、がんの療養生活に関連する相談を受け付けていることについて広報する		1．担当医		1		0		1		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		9		2		7		1		2		6		1		2		5		1

								3．相談支援センター		205		42		163		9		49		147		36		77		54		38

								4．院内他部署		12		2		10		2		1		9		4		6		0		2

								5．院外専門家・関係者		2		0		2		0		1		1		0		1		0		1

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		3		2		1		1		2		0		0		1		1		1

								無回答		1		1		0		1		0		0		1		0		0		0

						10) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家への相談の仕方などを伝える		1．担当医		1		1		0		0		0		1		0		0		1		0

								2．外来･病棟のスタッフ		25		5		20		0		2		23		4		9		8		4

								3．相談支援センター		190		38		152		13		49		128		35		74		46		35

								4．院内他部署		10		2		8		0		3		7		1		2		3		4

								5．院外専門家・関係者		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

								6．ピアサポーター		2		0		2		0		0		2		0		1		1		0

								7．その他		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								無回答		3		3		0		1		1		1		1		0		2		0

						11) 本人の希望がある場合に、療養に関する相談機関や専門家との調整や交渉を行う		1．担当医		2		0		2		0		0		2		0		0		2		0

								2．外来･病棟のスタッフ		14		5		9		0		3		11		0		5		7		2

								3．相談支援センター		176		32		144		10		40		126		34		70		44		28

								4．院内他部署		27		9		18		2		9		16		4		6		6		11

								5．院外専門家・関係者		7		0		7		0		1		6		3		3		1		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		5		1		4		1		1		3		0		3		0		2

								無回答		2		2		0		1		1		0		1		0		1		0

						12) その他（　　　　　）		1．担当医		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								2．外来･病棟のスタッフ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								3．相談支援センター		2		0		2		0		0		2		0		2		0		0

								4．院内他部署		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								5．院外専門家・関係者		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								6．ピアサポーター		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								7．その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								無回答		231		49		182		14		55		162		42		85		61		43

		【問１２】貴拠点病院のことについて教えてください。		1) 拠点病院の種類				1．都道府県がん診療連携拠点病院		49		49		0		11		23		15		6		15		20		8

								2．地域がん診療連携拠点病院		184		0		184		3		32		149		36		72		41		35

				2) 病院種別				1．がん専門病院		14		11		3		14		0		0		4		10		0		0

								2．大学病院		55		23		32		0		55		0		1		4		24		26

								3．一般総合病院　　		164		15		149		0		0		164		37		73		37		17

				3) 病床数				1．400床未満		42		6		36		4		1		37		42		0		0		0

								2．400床以上～600床未満		87		15		72		10		4		73		0		87		0		0

								3．600床以上～800床未満		61		20		41		0		24		37		0		0		61		0

								4．800床以上		43		8		35		0		26		17		0		0		0		43

				4) 相談支援センターのスタッフ構成人数				1．専従（　　　　人）		209		42		167		12		53		144		40		71		58		40

								2．専任（　　　　人）		167		31		136		4		36		127		33		60		45		29

								3．兼任（　　　　人）		148		29		119		4		31		113		26		53		44		25

						1．専従（　　　　人）		1．1件		146		21		125		0		33		113		28		50		42		26

								2．2件		35		7		28		3		12		20		8		11		7		9

								3．3件		11		4		7		2		3		6		3		1		3		4

								4．4件		3		1		2		1		0		2		0		1		1		1

								5．5件		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								6．6件以上		13		9		4		6		5		2		1		7		5		0

						2．専任（　　　　人）		1．1件		115		18		97		1		24		90		25		39		30		21

								2．2件		26		8		18		0		4		22		3		13		10		0

								3．3件		9		2		7		1		3		5		1		3		2		3

								4．4件		5		1		4		1		1		3		3		1		0		1

								5．5件		4		0		4		0		2		2		0		1		1		2

								6．6件以上		7		2		5		1		2		4		0		3		2		2

								無回答		1		0		1		0		0		1		1		0		0		0

						3．兼任（　　　　人）		1．1件		33		7		26		2		3		28		11		8		6		8

								2．2件		33		8		25		1		8		24		5		13		13		2

								3．3件		22		4		18		1		6		15		3		10		6		3

								4．4件		15		4		11		0		3		12		3		7		1		4

								5．5件		13		3		10		0		2		11		2		8		3		0

								6．6件以上		32		3		29		0		9		23		2		7		15		8				197

		5) 相談支援センターの専門構成						1．社会福祉士		197		42		155		13		45		139		39		78		51		29				68

		・4)あげたスタッフの職種を教えてください。（該当するものすべてに○）						2．精神保健福祉士		68		19		49		5		23		40		9		25		20		14				169

								3．看護師		169		41		128		11		40		118		30		60		51		28				95

								4．認定/専門看護師		95		18		77		5		27		63		9		31		35		20				39

								5．心理士		39		13		26		4		15		20		7		16		10		6				7

								6．薬剤師		7		0		7		0		3		4		1		3		1		2				48

								7．その他（　　　　　）		48		13		35		8		8		32		8		23		8		9				623

		6) 貴院の地域医療連携室の併設状況						1．相談支援センター内で対応		64		15		49		7		13		44		19		23		16		6				27.5

								2．院内同部署内にあるが、別部門として対応		80		14		66		3		20		57		14		29		23		14				34.3

								3．院内他部署にあり、別部門として対応		72		17		55		4		19		49		8		27		16		21				30.9

								4．その他（　　　　　）		12		2		10		0		2		10		1		6		4		1				5.2

								無回答		5		1		4		0		1		4		0		2		2		1				2.1

		7) 都道府県						01．北海道		9		0		9		0		2		7		1		5		1		2

								02．青森県		5		0		5		0		1		4		2		3		0		0

								03．岩手県		3		0		3		0		0		3		1		1		1		0

								04．宮城県		4		1		3		1		1		2		1		3		0		0

								05．秋田県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								06．山形県		4		1		3		0		0		4		0		2		2		0

								07．福島県		4		0		4		0		0		4		0		2		0		2

								08．茨城県		5		1		4		0		0		5		2		2		0		1

								09．栃木県		2		1		1		1		0		1		1		1		0		0

								10．群馬県		4		3		1		1		1		2		2		1		1		0

								11．埼玉県		8		1		7		1		4		3		0		4		2		2

								12．千葉県		8		1		7		2		4		2		1		4		2		1

								13．東京都		14		1		13		0		9		5		0		0		5		9

								14．神奈川県		6		1		5		1		2		3		0		2		3		1

								15．新潟県		8		1		7		1		0		7		1		5		2		0

								16．富山県		5		2		3		0		1		4		1		2		2		0

								17．石川県		3		0		3		0		1		2		1		0		1		1

								18．福井県		2		1		1		0		0		2		0		1		0		1

								19．山梨県		1		0		1		0		0		1		0		1		0		0

								20．長野県		3		1		2		0		1		2		0		1		1		1

								21．岐阜県		4		1		3		0		1		3		1		1		2		0

								22．静岡県		6		2		4		1		0		5		0		2		3		1

								23．愛知県		9		2		7		1		1		7		0		3		2		4

								24．三重県		3		0		3		0		0		3		0		2		1		0

								25．滋賀県		5		1		4		0		0		5		0		3		1		1

								26．京都府		5		2		3		0		2		3		1		1		1		2

								27．大阪府		7		3		4		1		2		4		0		2		3		2

								28．兵庫県		11		0		11		0		2		9		2		5		2		2

								29．奈良県		2		1		1		0		1		1		0		0		0		2

								30．和歌山県		2		0		2		0		0		2		2		0		0		0

								31．鳥取県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								32．島根県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								33．岡山県		4		2		2		0		1		3		0		2		0		2

								34．広島県		9		3		6		1		1		7		1		4		4		0

								35．山口県		4		1		3		0		1		3		2		2		0		0

								42．長崎県		5		1		4		0		1		4		1		2		1		1

								36．徳島県		4		1		3		0		1		3		1		2		1		0

								37．香川県		2		1		1		0		1		1		0		1		1		0

								38．愛媛県		5		1		4		1		1		3		1		2		2		0

								39．高知県		2		1		1		0		1		1		0		0		2		0

								40．福岡県		13		1		12		1		3		9		4		3		2		4

								41．佐賀県		2		0		2		0		0		2		1		1		0		0

								43．熊本県		2		2		0		0		1		1		1		0		0		1

								44．大分県		7		1		6		0		1		6		3		3		1		0

								45．宮崎県		3		1		2		0		1		2		1		0		2		0

								46．鹿児島県		4		1		3		0		1		3		2		1		1		0

								47．沖縄県		3		1		2		0		1		2		0		2		1		0

								99．無回答		2		0		2		0		0		2		1		0		1		0

		◎【問７】で、社会保険労務士等との院外の専門家と協働の実績があり、協働することによるメリットや課題等についてお話をうかがうことにご協力いただける場合に、ご連絡先のご記入をお願いいたします。						協力可能		28		4		24		4		4		20		6		12		6		4		1
2

								無回答		205		45		160		10		51		144		36		75		55		39		1
2





		



最近2ヵ月の相談件数（件）

施設数



		



患者や家族からの「働くこと」に関連する
相談対応経験



		



施設数

最近2ヵ月の患者や家族からの「働くこと」に関連する相談（施設数）



		



具体的に「働くこと」について言及はないが、潜在的に「働くこと」に関連すると考えられた相談



		



最近2ヵ月の潜在的に「働くこと」に関連する相談（施設数）



		



1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答

相談員が考える「院内外における望ましい対応者・場所」



		



相談支援センターの院外専門家（社労士等）との協働経験

1) はい 
18（8%）

2) いいえ
213（91%）



		



「在宅医療・療養生活」に関する
相談対応経験



		



最近2ヵ月の患者や家族からの「在宅医療・療養」に関連する相談（施設数）



		



1．担当医

2．外来･病棟のスタッフ

3．相談支援センター

4．院内他部署

5．院外専門家・関係者

6．ピアサポーター

7．その他

無回答



		



調査回答内訳（拠点種別）　n=233

1．都道府県がん診療連携拠点病院
49（21%）

2．地域がん診療連携拠点病院
184（79%）



		



調査回答内訳（病院種別）

1．がん専門病院
14（6%）

2．大学病院
55（24%）

3．一般総合病院　　
164（70%）



		



1．相談支援センター内で対応

2．院内同部署内にあるが、別部門として対応

3．院内他部署にあり、別部門として対応

4．その他（　　　　　）

無回答

地域医療連携室の併設状況

64(27.5%)

80(34.3%)

72(30.9%)




